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近年の人口増加によってタンパク質の消費が増加しており、需要拡大に伴い、世界の水産供給量は増加
の一途をたどっている。供給量内訳は漁獲が横ばいになっている一方で、養殖においては年々増加してい
る。しかしながら、海面養殖による海洋汚染や餌となる魚粉の価格高騰などが問題視されている。そのため、
既存の養殖方法とは異なる、環境負荷を低減しつつ効率的な養殖技術の確立が求められている。
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餌料の高騰化に伴って代替餌料の開発が求められている。
本実験では、県内で排出される残渣を原料にした再生餌料の
生産技術を開発し、餌料購入にかかる費用のカット及び残渣
処理によって生じる環境負荷の低減に取り組んだ。

① 短期間で成長する飼育手法の開発 ② 残渣を活用した再生餌料の開発

いくつかの魚種において飼育環境の操作によって成長速度が
向上する事例が報告されている。本実験では、飼育の光の波長と
海水濃度を調節することでヤイトハタの成長を促進させ、出荷ま
でにかかる期間を短縮する技術の開発に取り組んだ。

• 現在、養殖現場への導入を想定した実証試験に取り組んでいる。
• 太陽光などの再生可能エネルギーを利用し、火力発電による電気の使用量を抑え、温室効果ガスの排出を削減する。
• IoT技術（水質モニタリング・自動給餌・クラウド管理）を用いた生産システムを開発することで作業の効率化を目指す。

環境負荷を低減しつつ効率的な養殖手法を開発することで、国内外の養殖業を「持続的な産業」として発展させる

青色光照射、低塩分濃度海水での飼育によって、
通常を上回る成長率を実現した。

再生飼料を与えた場合も成長率は維持されたが、
肥満度の低下が見られる結果となった。

本研究では水産重要魚種であるヤイトハタ（方言名：アーラーミーバイ）を対象に
ヤイトハタを環境に優しく、早く、大きく育てる技術の開発を目指した。

• 白、赤、青、緑色光条件下で8週間飼育し、成長への影響を
検証（図１）。

• 100、66、33、15％の異なる濃度の海水で8週間飼育し、成
長への影響を検証（図２）。

図1．光波長が成長に与える影響 図2．海水濃度が成長に与える影響 図3．再生飼料が成長に与える影響

• 動物性残渣（魚のあら）と植物性残渣（大麦粕）を原料とし
て、再生飼料を作成し、成長率（図３）および肥満度への影
響を検証（図４）。
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図4．再生飼料が肥満度に与える影響
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市販飼料よりも
肥満度が低くなった
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